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６月定例会のおもなことがら

梅雨のなか、鮮やかな紫陽花が権現堂公園を彩り、
訪れた人々の目を楽しませてくれました。
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議案第25号 専決処分の承認を求めることについて（専決第１号）平成25年度幸手市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第26号
専決処分の承認を求めることについて（専決第２号）
平成25年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第
４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第27号
専決処分の承認を求めることについて（専決第３号）
平成25年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第28号 専決処分の承認を求めることについて（専決第４号）平成25年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第29号
専決処分の承認を求めることについて（専決第５号）
平成25年度幸手市公共下水道事業特別会計補正予算
（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第30号 専決処分の承認を求めることについて（専決第６号）幸手市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて（専決第７号）幸手市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて（専決第８号）幸手市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第33号 幸手市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 総務 賛成全員可決

議案第34号 幸手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第35号 幸手市空き家等の適正管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第36号 固定資産評価員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員同意

議案第37号 平成２６年度幸手市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
総　　務
文教厚生
建設経済

賛成全員可決

議案第38号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員可決

市議会だよりは市のホームページでもご覧いただけます。http://www.city.satte.lg.jp

（市長提出議案） （○：賛成　×：反対　退：退席）先進…先　公明党…公　改革…改　新政会…新　自民党…自　明政…明　民主党…民　社民党…社　無所属…無

平成26年6月定例会 提出された議案の結果
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議
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広
報
編
集
委
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　　　　　　　　　今年の梅雨は、例年と異なり各地で集中豪
雨が頻繁に発生し、突然の雨に雨宿りを余儀なくされた方も多
いのではないでしょうか。夏から秋にかけ田んぼの稲も鮮やか
な緑色から黄金色に変わる一方、台風やゲリラ豪雨が発生しや
すい時期になりました。河川等の急激な増水や道路冠水など十
分な注意が必要であり、水害対策については、議会は市ととも
に全力で取り組みます。

６
月
定
例
会
　
会
期
日
程

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　議
会
で
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
条

例
や
事
業
の
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
決

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

６
月
２
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告

事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

提
案
理
由
説
明

６
月
３
日
・
5
日
・
６
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

６
月
11
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
議
案

の
委
員
会
付
託

６
月
12
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

６
月
13
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
月
16
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

６
月
20
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
・
閉
会

（16）



（2）（3）

増築校舎

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
で
長
倉
小
の

児
童
数
増
か
ら
４
教
室
分
を
増
築
、
そ

の
費
用
は
１
億
２
１
１
２
万
円
を
計
上
。

　
６
月
補
正
で
は
、
当
初
予
算
で
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
地
盤
改
良
工
事
と
、

４
月
改
定
の
建
築
資
材
や
労
務
費
の
単

価
上
昇
に
よ
る
も
の
で
、
補
正
額
は
、

２
１
０
６
万
円
。

　
６
月
定
例
会
に
追
加
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
た
、
上
高
野
小
校
舎
大
規
模
改

修
工
事
は
、
入
札
の
結
果
、
中
村
建
設

株
式
会
社
（
宮
代
町
）
が
落
札
、
契
約

額
は
２
億
４
５
７
万
円（
消
費
税
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。

⑴
　
屋
上
及
び
ベ
ラ
ン
ダ
を
ウ
レ
タ
ン

塗
膜
防
水
。

⑵
　
外
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
、
浮
き
、
爆
裂

箇
所
を
補
修
し
、
塗
装
。

⑶
　
教
室
、
職
員
室
、
廊
下
の
天
井
、

壁
を
塗
装
。

⑷
　
普
通
教
室
の
児
童
用
ロ
ッ
カ
ー
を

交
換
。

⑸
　
地
下
式
受
水
槽
を
地
上
に
新
規
設

置
。

⑹
　
職
員
室
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
。

⑺
　
児
童
及
び
職
員
用
ト
イ
レ
を
全
面

改
修
。

　
工
期
は
10
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
専
決
議
案
８
件
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
及
び
条
例
関
係
な
ど
５
件
。

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
上
高
野
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

上
高
野
小 
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規
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修

上
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上
高
野
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校
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大
規
模
改
修

上
高
野
小 

校
舎
を
大
規
模
改
修
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を
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築
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長
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築
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築
工
事

長
倉
小
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築
工
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地
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水
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置
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下
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受
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上
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設
置

地
下
式
受
水
槽
を
地
上
に
設
置

地
下
式
受
水
槽
を
地
上
に
設
置

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を
可
決

契
約
額
は
２
億
４
５
７
万
円

契
約
額
は
２
億
４
５
７
万
円

契
約
額
は
２
億
４
５
７
万
円

契
約
額
は
２
億
４
５
７
万
円

６
月
補
正
で
２
１
０
６
万
円
を
追
加

６
月
補
正
で
２
１
０
６
万
円
を
追
加

６
月
補
正
で
２
１
０
６
万
円
を
追
加

６
月
補
正
で
２
１
０
６
万
円
を
追
加

昭和49年に建設された
上高野小学校

　
所
有
者
等
の
高
齢
化
や
、
経
済

的
な
事
情
等
に
よ
り
、
老
朽
化
、

適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

る
空
き
家
等
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
表
で
示
し
た
と
お
り
、
空
き
家

は
２
６
８
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

「
問
題
あ
り
」
は
33
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
る
空
き
家
等
が
、
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
空
き
家
等
の

放
置
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
環
境
の
保
全
、
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
条
例
で

施
行
は
10
月
１
日
。

止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保

全
及
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
す
る
。

　
所
有
者
等
は
、
当
該
空
き
家
等
が
管

理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
適
正

な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
管
理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
等
に
対
し
、
適
正
な
管
理
の
た

め
に
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
民
等
は
、
管
理
不
全
な
状
態
で
あ

る
空
き
家
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

速
や
か
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す

る
。

　
情
報
の
提
供
が
あ
っ
た
と
き
、
管
理

不
全
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
職
員
に
当
該
空
き

家
等
に
立
ち
入
ら
せ
、
必
要
な
調
査
を

さ
せ
、
又
は
関
係
者
等
に
質
問
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る

空
き
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
適
正

な
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
指
導

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
所
有
者
等
が
空
き
家
等
を
管
理
不
全

な
状
態
に
置
い
て
い
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
所
有
者
等
に
対
し
、
期
限
を

定
め
て
適
正
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
勧
告
を
受
け
た
所
有
者
等
が
勧
告
に

従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
期
限
を
定
め

て
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
命
令
を
受
け
た
空
き
家
等
の
所
有
者

等
が
正
当
な
理
由
な
く
従
わ
な
い
と
き

は
、
住
所
、
氏
名
、
空
き
家
等
の
所
在

地
、
命
令
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
命
令
を
受
け
た
空
き
家
等
の
所
有
者

等
が
履
行
期
限
を
経
過
し
て
も
命
令
を

履
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
他
の
手

段
に
よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
か
つ
、
そ
の
不
履
行
を

放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
行
政
代
執

行
法
の
規
定
に
よ
り
、
自
ら
当
該
所
有

者
等
の
な
す
べ
き
行
為
を
な
し
、
又
は

第
三
者
を
し
て
こ
れ
を
な
さ
し
め
、
そ

の
費
用
を
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
空
き
家
等
が
放
置
さ
れ
、
管
理
不
全

な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防

目
的

所
有
者
等
の
責
務

所
有
者
等
へ
の
助
言

勧
告

命
令

公
表

行
政
代
執
行

情
報
提
供

実
態
調
査

立
入
調
査

指
導

6月定例会

〈
工
事
概
要
〉

長倉小の平面図

市
内
の
空
き
家
は

　
　
　
２
６
８
件

市
内
の
空
き
家
は

　
　
　
２
６
８
件

市
内
の
空
き
家
は

　
　
　
２
６
８
件

市
内
の
空
き
家
は

　
　
　
２
６
８
件

市内の空き家状況 平成25年2月の調査結果

地区名 問題なし
市街化 調整区域

問題あり

235 33
268
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増築校舎

　
平
成
26
年
度
当
初
予
算
で
長
倉
小
の

児
童
数
増
か
ら
４
教
室
分
を
増
築
、
そ

の
費
用
は
１
億
２
１
１
２
万
円
を
計
上
。

　
６
月
補
正
で
は
、
当
初
予
算
で
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
地
盤
改
良
工
事
と
、

４
月
改
定
の
建
築
資
材
や
労
務
費
の
単

価
上
昇
に
よ
る
も
の
で
、
補
正
額
は
、

２
１
０
６
万
円
。

　
６
月
定
例
会
に
追
加
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
た
、
上
高
野
小
校
舎
大
規
模
改

修
工
事
は
、
入
札
の
結
果
、
中
村
建
設

株
式
会
社
（
宮
代
町
）
が
落
札
、
契
約

額
は
２
億
４
５
７
万
円（
消
費
税
含
む
）

と
な
り
ま
し
た
。

⑴
　
屋
上
及
び
ベ
ラ
ン
ダ
を
ウ
レ
タ
ン

塗
膜
防
水
。

⑵
　
外
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
、
浮
き
、
爆
裂

箇
所
を
補
修
し
、
塗
装
。

⑶
　
教
室
、
職
員
室
、
廊
下
の
天
井
、

壁
を
塗
装
。

⑷
　
普
通
教
室
の
児
童
用
ロ
ッ
カ
ー
を

交
換
。

⑸
　
地
下
式
受
水
槽
を
地
上
に
新
規
設

置
。

⑹
　
職
員
室
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交

換
。

⑺
　
児
童
及
び
職
員
用
ト
イ
レ
を
全
面

改
修
。

　
工
期
は
10
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
専
決
議
案
８
件
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
及
び
条
例
関
係
な
ど
５
件
。

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
、
上
高
野
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件

が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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６
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追
加

昭和49年に建設された
上高野小学校

　
所
有
者
等
の
高
齢
化
や
、
経
済

的
な
事
情
等
に
よ
り
、
老
朽
化
、

適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

る
空
き
家
等
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
表
で
示
し
た
と
お
り
、
空
き
家

は
２
６
８
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

「
問
題
あ
り
」
は
33
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
る
空
き
家
等
が
、
増
え
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
空
き
家
等
の

放
置
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
活
環
境
の
保
全
、
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
の
条
例
で

施
行
は
10
月
１
日
。

止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保

全
及
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

寄
与
す
る
。

　
所
有
者
等
は
、
当
該
空
き
家
等
が
管

理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
適
正

な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
管
理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

所
有
者
等
に
対
し
、
適
正
な
管
理
の
た

め
に
助
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
民
等
は
、
管
理
不
全
な
状
態
で
あ

る
空
き
家
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

速
や
か
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す

る
。

　
情
報
の
提
供
が
あ
っ
た
と
き
、
管
理

不
全
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要

な
限
度
に
お
い
て
、
職
員
に
当
該
空
き

家
等
に
立
ち
入
ら
せ
、
必
要
な
調
査
を

さ
せ
、
又
は
関
係
者
等
に
質
問
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
管
理
不
全
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る

空
き
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
適
正

な
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
指
導

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
所
有
者
等
が
空
き
家
等
を
管
理
不
全

な
状
態
に
置
い
て
い
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
所
有
者
等
に
対
し
、
期
限
を

定
め
て
適
正
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
勧
告
を
受
け
た
所
有
者
等
が
勧
告
に

従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
期
限
を
定
め

て
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
命
令
を
受
け
た
空
き
家
等
の
所
有
者

等
が
正
当
な
理
由
な
く
従
わ
な
い
と
き

は
、
住
所
、
氏
名
、
空
き
家
等
の
所
在

地
、
命
令
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
命
令
を
受
け
た
空
き
家
等
の
所
有
者

等
が
履
行
期
限
を
経
過
し
て
も
命
令
を

履
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
他
の
手

段
に
よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
か
つ
、
そ
の
不
履
行
を

放
置
す
る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
行
政
代
執

行
法
の
規
定
に
よ
り
、
自
ら
当
該
所
有

者
等
の
な
す
べ
き
行
為
を
な
し
、
又
は

第
三
者
を
し
て
こ
れ
を
な
さ
し
め
、
そ

の
費
用
を
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
空
き
家
等
が
放
置
さ
れ
、
管
理
不
全

な
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防

目
的

所
有
者
等
の
責
務

所
有
者
等
へ
の
助
言

勧
告

命
令

公
表

行
政
代
執
行

情
報
提
供

実
態
調
査

立
入
調
査

指
導

6月定例会

〈
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消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
額
を
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
等
の
税
率
が
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

答
　
こ
の
条
例
に
立
入
調
査
を
付
加
し

て
お
り
、
外
か
ら
確
認
し
て
も
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
職
員
が
実
際
に
敷
地
に

入
っ
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
中
学
校
費
の
学
校
建
設
費
の
減
額

理
由
は
。

答
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
に
係
る
工
事
と
管
理
業
務
委
託
料

で
、
平
成
25
年
度
第
７
号
補
正
で
予
算

措
置
し
て
お
り
、
二
重
計
上
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
、
平
成
26
年
度
当
初
分
を

減
額
し
た
。

問
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
内
容
お
よ
び
工
期
は
。

答
　
北
側
の
校
舎
の
ト
イ
レ
は
、
全
面

改
修
で
考
え
て
お
り
、
南
側
の
校
舎
の

ト
イ
レ
は
、
和
式
を
洋
式
に
改
修
す
る

工
事
を
中
心
に
行
う
。
管
理
棟
の
職
員

用
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
改
修
を
行
う
。

　
工
期
の
予
定
は
、
７
月
頃
か
ら
10
月

い
っ
ぱ
い
程
度
の
工
期
を
見
込
ん
で
お

り
、
授
業
に
支
障
の
で
る
と
こ
ろ
は
夏

休
み
に
実
施
す
る
形
で
予
定
し
て
い
る
。

問
　
空
き
家
等
の
有
効
活
用
の
解
釈
は
。

答
　
所
有
者
等
々
と
の
協
議
の
中
で
、

近
隣
住
民
、
関
係
機
関
等
に
情
報
提
供

し
、
将
来
的
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

も
見
据
え
て
い
る
。

問
　
本
条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

答
　
空
き
家
等
の
所
有
者
等
が
、
高
齢

化
や
経
済
的
事
情
に
よ
り
適
正
に
管
理

出
来
ず
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
増
加
し
、

将
来
的
に
も
少
子
化
傾
向
が
進
む
と
空

き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
議
会
等
で
も
質
問
が
出
て
お

り
、
今
回
、
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

問
　
市
職
員
に
立
入
調
査
権
が
付
与
さ

れ
る
の
か
。

問
　
行
政
代
執
行
を
決
定
す
る
ま
で
の

協
議
は
。

答
　
庁
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
協
議

を
し
、
審
査
会
の
会
長
に
は
、
副
市
長

を
、
委
員
に
は
各
部
長
と
市
長
が
必
要

と
認
め
た
も
の
で
構
成
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
　
関
係
機
関
に
よ
る
協
力
要
請
は
。

答
　
幸
手
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
特
定

行
政
庁
で
あ
る
越
谷
市
の
建
築
安
全
セ

ン
タ
ー
や
警
察
署
長
、
消
防
署
長
、
そ

の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

指
導
、
勧
告
、
命
令
に
つ
い
て
も
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
法
を

選
択
す
る
。

問
　
管
理
不
全
な
状
態
を
改
善
す
る
資

金
が
な
い
場
合
の
市
の
対
応
は
。

答
　
情
報
提
供
を
含
め
、
相
手
と
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
宅
建
業
者

等
の
方
々
と
対
処
も
含
め
て
、
適
宣
、

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
き
た

い
。

問
　
消
防
団
員
に
対
し
て
の
周
知
は
。

答
　
入
団
式
や
消
防
団
の
会
議
の
際
に

退
職
金
の
額
が
変
更
に
な
っ
た
旨
を
周

知
す
る
。

問
　
勤
務
年
数
が
５
年
以
上
10
年
未
満

の
人
数
お
よ
び
30
年
以
上
の
人
数
は
。

答
　
５
年
以
上
10
年
未
満
の
団
員
数
は

28
人
、
30
年
以
上
は
８
人
。

問
　
毎
年
団
員
が
都
合
に
よ
り
退
職
す

る
人
数
は
。

答
　
平
成
25
年
度
が
17
人
、
平
成
24
年

度
が
９
人
、
平
成
23
年
度
が
11
人
、
平

成
22
年
度
が
15
人
と
平
均
す
る
と
15
人

弱
と
な
る
。

答
　
社
会
保
障
税
番
号
制
度
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
委
託
料
２
３

５
１
万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
、
総
務
省

分
と
厚
生
労
働
省
分
に
分
か
れ
る
。

　
総
務
省
分
は
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
が
５
８
０
万
円
、
地
方
税
務
シ
ス

テ
ム
が
５
９
０
万
円
、
団
体
内
総
合
宛

名
シ
ス
テ
ム
が
２
３
０
万
円
、
合
計
で

１
４
０
０
万
円
。

　
厚
生
労
働
省
分
は
、
生
活
保
護
シ
ス

テ
ム
が
１
５
０
万
円
、
障
が
い
者
福
祉

シ
ス
テ
ム
が
４
０
０
万
円
、
児
童
福
祉

シ
ス
テ
ム
が
90
万
円
、
国
民
年
金
シ
ス

テ
ム
が
20
万
円
、
国
民
健
康
保
険
シ
ス

テ
ム
が
１
０
０
万
円
、
後
期
高
齢
者
医

療
シ
ス
テ
ム
が
40
万
円
、
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
が
１
１
０
万
円
、
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
が
40
万
円
で
合
計
９
５
０
万
円
。

そ
の
他
１
万
円
を
足
し
全
体
で
２
３
５

１
万
円
と
な
る
。

答
　
教
育
費
国
庫
補
助
金
に
お
い
て
公

立
学
校
施
設
整
備
負
担
金
と
い
う
こ
と

で
、
当
初
の
補
助
金
対
象
面
積
が
５
０

６
㎡
か
ら
５
２
０
㎡
に
増
え
、
補
助
金

が
増
額
し
た
。

問
　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
業
務
委
託
料
の
内
訳
は
。

年
の
支
給
状
況
は
。

答
　
平
成
25
年
度
は
10
人
が
対
象
で
３

４
２
万
円
、
平
成
24
年
度
は
８
人
が
対

象
で
１
３
１
万
１
千
円
、
平
成
23
年
度

は
８
人
が
対
象
で
２
２
２
万
７
千
円
。

問
　
消
防
団
の
強
化
対
策
に
よ
り
条
例

の
制
定
と
理
解
す
る
が
、
過
去
２
、
３

問
　
軽
自
動
車
税
も
、
車
種
に
よ
り
1.5

倍
、
１
・
25
倍
増
額
さ
れ
る
が
影
響
額
は
。

答
　
ま
ず
原
付
、
軽
二
輪
、
自
動
二
輪
、

農
耕
用
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
関
係

は
、
今
年
持
っ
て
い
る
も
の
を
続
け
て

所
有
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
と
約
５
７

０
万
円
、
ま
た
、
自
家
用
軽
自
動
車
、

営
業
用
貨
物
等
、
平
成
25
年
ベ
ー
ス
で

新
車
を
買
っ
た
と
い
う
仮
定
で
、
約
２

９
０
万
円
の
影
響
額
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

13
年
を
経
過
し
た
車
が
現
在
約
３
１
０

０
台
あ
り
、
そ
の
ま
ま
所
有
し
続
け
る

と
仮
定
す
る
と
、
約
１
３
３
０
万
円
の

影
響
額
が
あ
る
。

問
　
長
倉
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
債
と

し
て
80
万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

問
　
地
方
法
人
税
の
創
設
に
対
応
し
て
、

法
人
税
割
の
標
準
税
率
及
び
制
限
税
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
市

民
税
法
人
税
割
税
率
が
資
本
金
等
１
億

円
超
え
企
業
、
資
本
金
等
１
億
円
以
下

企
業
で
2.6
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
市
内

の
対
象
企
業
数
及
び
影
響
額
は
い
く
ら

に
な
る
か
。

答
　
平
成
25
年
度
調
べ
で
、
１
億
円
超

が
１
４
９
社
、
１
億
円
以
下
が
８
４
３

社
で
、
影
響
額
は
、
平
成
25
年
度
調
定

額
か
ら
計
算
す
る
と
４
７
２
７
万
２
５

６
６
円
と
な
る
。

問
　
引
き
下
が
っ
た
税
収
は
、
地
方
交

付
税
で
補
填
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
。

答
　
国
は
都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
の

た
め
、
法
人
県
民
税
1.8
％
、
法
人
市
民

税
2.6
％
を
引
き
下
げ
、
合
計
4.4
％
分
を

地
方
法
人
税
と
い
う
国
税
と
し
た
。

　
地
方
で
不
足
す
る
財
源
の
補
填
は
、

交
付
税
措
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
詳
細
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

問
　
学
校
管
理
費
の
緊
急
対
応
工
事
の

内
容
は
。

答
　
主
な
も
の
と
し
て
、
急
な
雨
漏
り

対
策
、
プ
ー
ル
の
排
水
ポ
ン
プ
の
電
源

工
事
、
ト
イ
レ
の
便
器
の
交
換
工
事
、

排
水
経
路
の
改
修
工
事
な
ど
で
あ
る
。

問
　
教
育
長
用
の
自
動
車
借
上
料
50
万

円
の
積
算
根
拠
は
。

答
　
昨
年
度
の
７
月
か
ら
今
年
の
３
月

ま
で
の
期
間
で
、
土
日
の
教
育
長
の
出

張
回
数
、
そ
れ
を
距
離
に
よ
り
タ
ク
シ

ー
を
使
用
し
た
場
合
の
金
額
を
計
算
し
、

積
み
上
げ
た
。

幸
手
市
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
 （

議
案
第
34
号
）

平
成
26
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
１
号
）

 

（
議
案
第
37
号
）

幸
手
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 （議

案
第
33
号
）

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問答問答

答問 問

答問問

答 答

幸
手
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

　
原
付
・
小
型
特
殊
・
軽
自
動
車
等
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

人事案件 固定資産評価員固定資産評価員 金子　光夫　氏（税務課長）
を選任することに同意しました。

幸手市非常勤消防団員退職報償金　支給額新旧対照表
（ 単 位 ： 円 ） 

階   級  

勤 務 年 数 

５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上

団   長  239,000
（189,000）

344,000
（294,000）

459,000
（409,000）

594,000
（544,000）

779,000
（729,000）

979,000
（929,000）

副 団 長 229,000
（179,000）

329,000
（279,000）

429,000
（379,000）

534,000
（484,000）

709,000
（659,000）

909,000
（859,000）

分 団 長 219,000
（169,000）

318,000
（268,000）

413,000
（363,000）

513,000
（463,000）

659,000
（609,000）

849,000
（799,000）

副 分 団 長  214,000
（164,000）

303,000
（253,000）

388,000
（338,000）

478,000
（428,000）

624,000
（574,000）

809,000
（759,000）

部 長 及 び  
班   長  

204,000
（154,000）

283,000
（233,000）

358,000
（308,000）

438,000
（388,000）

564,000
（514,000）

734,000
（684,000）

団   員  200,000
（144,000）

264,000
（214,000）

334,000
（284,000）

409,000
（359,000）

519,000
（469,000）

689,000
（639,000）

※ （ ） は 改 正 前

平成26年度税制改正にかかる軽自動車税等の税率変更について  

 車種区分 改正前（年額）  改正後（年額）

原   付 

50cc以下 2,000円1,000円
50cc超90cc以下 2,000円1,200円 
90cc超125cc以下 2,400円1,600円 

3,700円2,500円ミニカー
軽 二 輪 125cc超250cc以下 3,600円2,400円 
小型二輪 6,000円4,000円250cc超 

小型特殊 
農耕作業用 2,400円1,600円 
その他のもの 5,900円4,700円 

車種区分 
平成27年３月31日
以前に新規検査を
受けたもの（現行）① 

平成27年４月１日
以降に新規検査を
受けたもの② 

  
新規検査から13年
経過したもの（注）
③ 

軽
自
動
車

三輪 4,600円3,900円3,100円 

四輪

以上

乗用
自家用 7,200円
営業用 5,500円

貨物
自家用 4,000円
営業用 3,000円

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

　車体課税のあり方も含めた自動車関係税制の抜本的見直しが行われ、平成26年
度税制改正に伴い、 軽自動車税等の税率変更が行われます。 
● 原動機付自転車及び二輪車等
　平成27年４月１日から、軽自動車税の税率変更が行われます。 

● 四輪以上及び三輪の軽自動車
　平成27年４月１日以後に新車新規登録される車両は「②平成27年４月１日以降
に新規検査を受けたもの」、平成28年４月１日以後の賦課期日（毎年４月１日）
現在に、新車新規登録から13年を超える車両は「③新規検査から13年経過したも
の」のとおりとなります。なお、平成27年３月31日以前に取得されている車両及
び新車新規登録済みの車両は変更ありません。（現在の税率である「①平成27年
３月31日以前に新規検査を受けたもの」のとおりとなります。）

泫動力源又は内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電
力併用の軽自動車並びに被けん引車を除きます。 



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（4）（5）

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法

律
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

の
支
給
額
を
増
額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成
26
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
等
の
税
率
が
左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

答
　
こ
の
条
例
に
立
入
調
査
を
付
加
し

て
お
り
、
外
か
ら
確
認
し
て
も
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
職
員
が
実
際
に
敷
地
に

入
っ
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
中
学
校
費
の
学
校
建
設
費
の
減
額

理
由
は
。

答
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
に
係
る
工
事
と
管
理
業
務
委
託
料

で
、
平
成
25
年
度
第
７
号
補
正
で
予
算

措
置
し
て
お
り
、
二
重
計
上
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
、
平
成
26
年
度
当
初
分
を

減
額
し
た
。

問
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
内
容
お
よ
び
工
期
は
。

答
　
北
側
の
校
舎
の
ト
イ
レ
は
、
全
面

改
修
で
考
え
て
お
り
、
南
側
の
校
舎
の

ト
イ
レ
は
、
和
式
を
洋
式
に
改
修
す
る

工
事
を
中
心
に
行
う
。
管
理
棟
の
職
員

用
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
改
修
を
行
う
。

　
工
期
の
予
定
は
、
７
月
頃
か
ら
10
月

い
っ
ぱ
い
程
度
の
工
期
を
見
込
ん
で
お

り
、
授
業
に
支
障
の
で
る
と
こ
ろ
は
夏

休
み
に
実
施
す
る
形
で
予
定
し
て
い
る
。

問
　
空
き
家
等
の
有
効
活
用
の
解
釈
は
。

答
　
所
有
者
等
々
と
の
協
議
の
中
で
、

近
隣
住
民
、
関
係
機
関
等
に
情
報
提
供

し
、
将
来
的
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

も
見
据
え
て
い
る
。

問
　
本
条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

答
　
空
き
家
等
の
所
有
者
等
が
、
高
齢

化
や
経
済
的
事
情
に
よ
り
適
正
に
管
理

出
来
ず
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
増
加
し
、

将
来
的
に
も
少
子
化
傾
向
が
進
む
と
空

き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
議
会
等
で
も
質
問
が
出
て
お

り
、
今
回
、
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

問
　
市
職
員
に
立
入
調
査
権
が
付
与
さ

れ
る
の
か
。

問
　
行
政
代
執
行
を
決
定
す
る
ま
で
の

協
議
は
。

答
　
庁
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
協
議

を
し
、
審
査
会
の
会
長
に
は
、
副
市
長

を
、
委
員
に
は
各
部
長
と
市
長
が
必
要

と
認
め
た
も
の
で
構
成
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
　
関
係
機
関
に
よ
る
協
力
要
請
は
。

答
　
幸
手
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
特
定

行
政
庁
で
あ
る
越
谷
市
の
建
築
安
全
セ

ン
タ
ー
や
警
察
署
長
、
消
防
署
長
、
そ

の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

指
導
、
勧
告
、
命
令
に
つ
い
て
も
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
法
を

選
択
す
る
。

問
　
管
理
不
全
な
状
態
を
改
善
す
る
資

金
が
な
い
場
合
の
市
の
対
応
は
。

答
　
情
報
提
供
を
含
め
、
相
手
と
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
宅
建
業
者

等
の
方
々
と
対
処
も
含
め
て
、
適
宣
、

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
き
た

い
。

問
　
消
防
団
員
に
対
し
て
の
周
知
は
。

答
　
入
団
式
や
消
防
団
の
会
議
の
際
に

退
職
金
の
額
が
変
更
に
な
っ
た
旨
を
周

知
す
る
。

問
　
勤
務
年
数
が
５
年
以
上
10
年
未
満

の
人
数
お
よ
び
30
年
以
上
の
人
数
は
。

答
　
５
年
以
上
10
年
未
満
の
団
員
数
は

28
人
、
30
年
以
上
は
８
人
。

問
　
毎
年
団
員
が
都
合
に
よ
り
退
職
す

る
人
数
は
。

答
　
平
成
25
年
度
が
17
人
、
平
成
24
年

度
が
９
人
、
平
成
23
年
度
が
11
人
、
平

成
22
年
度
が
15
人
と
平
均
す
る
と
15
人

弱
と
な
る
。

答
　
社
会
保
障
税
番
号
制
度
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
委
託
料
２
３

５
１
万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
、
総
務
省

分
と
厚
生
労
働
省
分
に
分
か
れ
る
。

　
総
務
省
分
は
、
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
が
５
８
０
万
円
、
地
方
税
務
シ
ス

テ
ム
が
５
９
０
万
円
、
団
体
内
総
合
宛

名
シ
ス
テ
ム
が
２
３
０
万
円
、
合
計
で

１
４
０
０
万
円
。

　
厚
生
労
働
省
分
は
、
生
活
保
護
シ
ス

テ
ム
が
１
５
０
万
円
、
障
が
い
者
福
祉

シ
ス
テ
ム
が
４
０
０
万
円
、
児
童
福
祉

シ
ス
テ
ム
が
90
万
円
、
国
民
年
金
シ
ス

テ
ム
が
20
万
円
、
国
民
健
康
保
険
シ
ス

テ
ム
が
１
０
０
万
円
、
後
期
高
齢
者
医

療
シ
ス
テ
ム
が
40
万
円
、
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
が
１
１
０
万
円
、
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
が
40
万
円
で
合
計
９
５
０
万
円
。

そ
の
他
１
万
円
を
足
し
全
体
で
２
３
５

１
万
円
と
な
る
。

答
　
教
育
費
国
庫
補
助
金
に
お
い
て
公

立
学
校
施
設
整
備
負
担
金
と
い
う
こ
と

で
、
当
初
の
補
助
金
対
象
面
積
が
５
０

６
㎡
か
ら
５
２
０
㎡
に
増
え
、
補
助
金

が
増
額
し
た
。

問
　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
業
務
委
託
料
の
内
訳
は
。

年
の
支
給
状
況
は
。

答
　
平
成
25
年
度
は
10
人
が
対
象
で
３

４
２
万
円
、
平
成
24
年
度
は
８
人
が
対

象
で
１
３
１
万
１
千
円
、
平
成
23
年
度

は
８
人
が
対
象
で
２
２
２
万
７
千
円
。

問
　
消
防
団
の
強
化
対
策
に
よ
り
条
例

の
制
定
と
理
解
す
る
が
、
過
去
２
、
３

問
　
軽
自
動
車
税
も
、
車
種
に
よ
り
1.5

倍
、
１
・
25
倍
増
額
さ
れ
る
が
影
響
額
は
。

答
　
ま
ず
原
付
、
軽
二
輪
、
自
動
二
輪
、

農
耕
用
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
関
係

は
、
今
年
持
っ
て
い
る
も
の
を
続
け
て

所
有
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
と
約
５
７

０
万
円
、
ま
た
、
自
家
用
軽
自
動
車
、

営
業
用
貨
物
等
、
平
成
25
年
ベ
ー
ス
で

新
車
を
買
っ
た
と
い
う
仮
定
で
、
約
２

９
０
万
円
の
影
響
額
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

13
年
を
経
過
し
た
車
が
現
在
約
３
１
０

０
台
あ
り
、
そ
の
ま
ま
所
有
し
続
け
る

と
仮
定
す
る
と
、
約
１
３
３
０
万
円
の

影
響
額
が
あ
る
。

問
　
長
倉
小
学
校
校
舎
増
築
事
業
債
と

し
て
80
万
円
増
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

問
　
地
方
法
人
税
の
創
設
に
対
応
し
て
、

法
人
税
割
の
標
準
税
率
及
び
制
限
税
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
、
市

民
税
法
人
税
割
税
率
が
資
本
金
等
１
億

円
超
え
企
業
、
資
本
金
等
１
億
円
以
下

企
業
で
2.6
％
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
市
内

の
対
象
企
業
数
及
び
影
響
額
は
い
く
ら

に
な
る
か
。

答
　
平
成
25
年
度
調
べ
で
、
１
億
円
超

が
１
４
９
社
、
１
億
円
以
下
が
８
４
３

社
で
、
影
響
額
は
、
平
成
25
年
度
調
定

額
か
ら
計
算
す
る
と
４
７
２
７
万
２
５

６
６
円
と
な
る
。

問
　
引
き
下
が
っ
た
税
収
は
、
地
方
交

付
税
で
補
填
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
。

答
　
国
は
都
市
と
地
方
の
格
差
是
正
の

た
め
、
法
人
県
民
税
1.8
％
、
法
人
市
民

税
2.6
％
を
引
き
下
げ
、
合
計
4.4
％
分
を

地
方
法
人
税
と
い
う
国
税
と
し
た
。

　
地
方
で
不
足
す
る
財
源
の
補
填
は
、

交
付
税
措
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
詳
細
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

問
　
学
校
管
理
費
の
緊
急
対
応
工
事
の

内
容
は
。

答
　
主
な
も
の
と
し
て
、
急
な
雨
漏
り

対
策
、
プ
ー
ル
の
排
水
ポ
ン
プ
の
電
源

工
事
、
ト
イ
レ
の
便
器
の
交
換
工
事
、

排
水
経
路
の
改
修
工
事
な
ど
で
あ
る
。

問
　
教
育
長
用
の
自
動
車
借
上
料
50
万

円
の
積
算
根
拠
は
。

答
　
昨
年
度
の
７
月
か
ら
今
年
の
３
月

ま
で
の
期
間
で
、
土
日
の
教
育
長
の
出

張
回
数
、
そ
れ
を
距
離
に
よ
り
タ
ク
シ

ー
を
使
用
し
た
場
合
の
金
額
を
計
算
し
、

積
み
上
げ
た
。

幸
手
市
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
 （

議
案
第
34
号
）

平
成
26
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
１
号
）

 

（
議
案
第
37
号
）

幸
手
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職

報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

幸
手
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 （議

案
第
33
号
）

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問答問答

答問 問

答問問

答 答

幸
手
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

　
原
付
・
小
型
特
殊
・
軽
自
動
車
等
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。

人事案件 固定資産評価員固定資産評価員 金子　光夫　氏（税務課長）
を選任することに同意しました。

幸手市非常勤消防団員退職報償金　支給額新旧対照表
（ 単 位 ： 円 ） 

階   級  

勤 務 年 数 

５年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上

団   長  239,000
（189,000）

344,000
（294,000）

459,000
（409,000）

594,000
（544,000）

779,000
（729,000）

979,000
（929,000）

副 団 長 229,000
（179,000）

329,000
（279,000）

429,000
（379,000）

534,000
（484,000）

709,000
（659,000）

909,000
（859,000）

分 団 長 219,000
（169,000）

318,000
（268,000）

413,000
（363,000）

513,000
（463,000）

659,000
（609,000）

849,000
（799,000）

副 分 団 長  214,000
（164,000）

303,000
（253,000）

388,000
（338,000）

478,000
（428,000）

624,000
（574,000）

809,000
（759,000）

部 長 及 び  
班   長  

204,000
（154,000）

283,000
（233,000）

358,000
（308,000）

438,000
（388,000）

564,000
（514,000）

734,000
（684,000）

団   員  200,000
（144,000）

264,000
（214,000）

334,000
（284,000）

409,000
（359,000）

519,000
（469,000）

689,000
（639,000）

※ （ ） は 改 正 前

平成26年度税制改正にかかる軽自動車税等の税率変更について  

 車種区分 改正前（年額）  改正後（年額）

原   付 

50cc以下 2,000円1,000円
50cc超90cc以下 2,000円1,200円 
90cc超125cc以下 2,400円1,600円 

3,700円2,500円ミニカー
軽 二 輪 125cc超250cc以下 3,600円2,400円 
小型二輪 6,000円4,000円250cc超 

小型特殊 
農耕作業用 2,400円1,600円 
その他のもの 5,900円4,700円 

車種区分 
平成27年３月31日
以前に新規検査を
受けたもの（現行）① 

平成27年４月１日
以降に新規検査を
受けたもの② 

  
新規検査から13年
経過したもの（注）
③ 

軽
自
動
車

三輪 4,600円3,900円3,100円 

四輪

以上

乗用
自家用 7,200円
営業用 5,500円

貨物
自家用 4,000円
営業用 3,000円

10,800円
6,900円
5,000円
3,800円

12,900円
8,200円
6,000円
4,500円

　車体課税のあり方も含めた自動車関係税制の抜本的見直しが行われ、平成26年
度税制改正に伴い、 軽自動車税等の税率変更が行われます。 
● 原動機付自転車及び二輪車等
　平成27年４月１日から、軽自動車税の税率変更が行われます。 

● 四輪以上及び三輪の軽自動車
　平成27年４月１日以後に新車新規登録される車両は「②平成27年４月１日以降
に新規検査を受けたもの」、平成28年４月１日以後の賦課期日（毎年４月１日）
現在に、新車新規登録から13年を超える車両は「③新規検査から13年経過したも
の」のとおりとなります。なお、平成27年３月31日以前に取得されている車両及
び新車新規登録済みの車両は変更ありません。（現在の税率である「①平成27年
３月31日以前に新規検査を受けたもの」のとおりとなります。）

泫動力源又は内燃機関の燃料が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電
力併用の軽自動車並びに被けん引車を除きます。 



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（6）（7）

答
　
こ
の
条
例
に
立
入
調
査
を
付
加
し

て
お
り
、
外
か
ら
確
認
し
て
も
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
職
員
が
実
際
に
敷
地
に

入
っ
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
中
学
校
費
の
学
校
建
設
費
の
減
額

理
由
は
。

答
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
に
係
る
工
事
と
管
理
業
務
委
託
料

で
、
平
成
25
年
度
第
７
号
補
正
で
予
算

措
置
し
て
お
り
、
二
重
計
上
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
、
平
成
26
年
度
当
初
分
を

減
額
し
た
。

問
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
内
容
お
よ
び
工
期
は
。

答
　
北
側
の
校
舎
の
ト
イ
レ
は
、
全
面

改
修
で
考
え
て
お
り
、
南
側
の
校
舎
の

ト
イ
レ
は
、
和
式
を
洋
式
に
改
修
す
る

工
事
を
中
心
に
行
う
。
管
理
棟
の
職
員

用
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
改
修
を
行
う
。

　
工
期
の
予
定
は
、
７
月
頃
か
ら
10
月

い
っ
ぱ
い
程
度
の
工
期
を
見
込
ん
で
お

り
、
授
業
に
支
障
の
で
る
と
こ
ろ
は
夏

休
み
に
実
施
す
る
形
で
予
定
し
て
い
る
。

問
　
空
き
家
等
の
有
効
活
用
の
解
釈
は
。

答
　
所
有
者
等
々
と
の
協
議
の
中
で
、

近
隣
住
民
、
関
係
機
関
等
に
情
報
提
供

し
、
将
来
的
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

も
見
据
え
て
い
る
。

問
　
本
条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

答
　
空
き
家
等
の
所
有
者
等
が
、
高
齢

化
や
経
済
的
事
情
に
よ
り
適
正
に
管
理

出
来
ず
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
増
加
し
、

将
来
的
に
も
少
子
化
傾
向
が
進
む
と
空

き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
議
会
等
で
も
質
問
が
出
て
お

り
、
今
回
、
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

問
　
市
職
員
に
立
入
調
査
権
が
付
与
さ

れ
る
の
か
。

問
　
行
政
代
執
行
を
決
定
す
る
ま
で
の

協
議
は
。

答
　
庁
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
協
議

を
し
、
審
査
会
の
会
長
に
は
、
副
市
長

を
、
委
員
に
は
各
部
長
と
市
長
が
必
要

と
認
め
た
も
の
で
構
成
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
　
関
係
機
関
に
よ
る
協
力
要
請
は
。

答
　
幸
手
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
特
定

行
政
庁
で
あ
る
越
谷
市
の
建
築
安
全
セ

ン
タ
ー
や
警
察
署
長
、
消
防
署
長
、
そ

の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

指
導
、
勧
告
、
命
令
に
つ
い
て
も
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
法
を

選
択
す
る
。

問
　
管
理
不
全
な
状
態
を
改
善
す
る
資

金
が
な
い
場
合
の
市
の
対
応
は
。

答
　
情
報
提
供
を
含
め
、
相
手
と
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
宅
建
業
者

等
の
方
々
と
対
処
も
含
め
て
、
適
宣
、

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
き
た

い
。

問
　
消
防
団
員
に
対
し
て
の
周
知
は
。

答
　
入
団
式
や
消
防
団
の
会
議
の
際
に

退
職
金
の
額
が
変
更
に
な
っ
た
旨
を
周

知
す
る
。

問
　
勤
務
年
数
が
５
年
以
上
10
年
未
満

の
人
数
お
よ
び
30
年
以
上
の
人
数
は
。

答
　
５
年
以
上
10
年
未
満
の
団
員
数
は

28
人
、
30
年
以
上
は
８
人
。

問
　
毎
年
団
員
が
都
合
に
よ
り
退
職
す

る
人
数
は
。

答
　
平
成
25
年
度
が
17
人
、
平
成
24
年

度
が
９
人
、
平
成
23
年
度
が
11
人
、
平

成
22
年
度
が
15
人
と
平
均
す
る
と
15
人

弱
と
な
る
。

年
の
支
給
状
況
は
。

答
　
平
成
25
年
度
は
10
人
が
対
象
で
３

４
２
万
円
、
平
成
24
年
度
は
８
人
が
対

象
で
１
３
１
万
１
千
円
、
平
成
23
年
度

は
８
人
が
対
象
で
２
２
２
万
７
千
円
。

問
　
消
防
団
の
強
化
対
策
に
よ
り
条
例

の
制
定
と
理
解
す
る
が
、
過
去
２
、
３

問
　
学
校
管
理
費
の
緊
急
対
応
工
事
の

内
容
は
。

答
　
主
な
も
の
と
し
て
、
急
な
雨
漏
り

対
策
、
プ
ー
ル
の
排
水
ポ
ン
プ
の
電
源

工
事
、
ト
イ
レ
の
便
器
の
交
換
工
事
、

排
水
経
路
の
改
修
工
事
な
ど
で
あ
る
。

問
　
教
育
長
用
の
自
動
車
借
上
料
50
万

円
の
積
算
根
拠
は
。

答
　
昨
年
度
の
７
月
か
ら
今
年
の
３
月

ま
で
の
期
間
で
、
土
日
の
教
育
長
の
出

張
回
数
、
そ
れ
を
距
離
に
よ
り
タ
ク
シ

ー
を
使
用
し
た
場
合
の
金
額
を
計
算
し
、

積
み
上
げ
た
。

問
　
圏
央
道
関
連
事
業
負
担
金
の
補
正

後
の
最
終
残
額
は
。

答
　
今
年
度
の
協
定
額
は
６
億
９
７
３

１
万
５
９
０
４
円
で
費
用
負
担
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
全
体
協
定

額
38
億
５
５
０
０
万
円
か
ら
、
現
在
ま

で
の
協
定
額
の
合
計
26
億
４
８
１
４
万

３
２
９
１
円
を
差
し
引
い
た
残
額
、
12

億
６
８
５
万
６
７
０
９
円
が
最
終
残
と

な
り
平
成
27
年
度
に
最
終
残
の
支
出
と

な
る
。

平
成
26
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
 

（
第
１
号
）

 

（
議
案
第
37
号
）

平
成
26
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問問 答 問答答答 問

問問

答 問 答

答

問 答

問答

問 問問 答答答問 問答答

　市議会では、議会基本条例制定特別委員会におい

て、議会基本条例の制定に向けての調査研究をして

います。

　議会基本条例は、議会の基本理念や議員の活動原

則などを定め、市民に開かれ、市民と共に歩む議会、

市民のための市政を目指し制定するものです。

　この条例の素案ができましたら、多くの

みなさんのご意見を参考とするため、パブ

リックコメントや市民説明会の実施を予定

しています。詳しい内容は、広報さってま

たは市ホームページでお知らせします。

議会基本条例の制定に向けて議会基本条例の制定に向けて
（平成27年4月施行予定）

工事中の圏央道



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました

（6）（7）

答
　
こ
の
条
例
に
立
入
調
査
を
付
加
し

て
お
り
、
外
か
ら
確
認
し
て
も
分
か
ら

な
い
場
合
は
、
職
員
が
実
際
に
敷
地
に

入
っ
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
中
学
校
費
の
学
校
建
設
費
の
減
額

理
由
は
。

答
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
に
係
る
工
事
と
管
理
業
務
委
託
料

で
、
平
成
25
年
度
第
７
号
補
正
で
予
算

措
置
し
て
お
り
、
二
重
計
上
と
な
っ
た

た
め
、
今
回
、
平
成
26
年
度
当
初
分
を

減
額
し
た
。

問
　
幸
手
中
学
校
校
舎
ト
イ
レ
改
修
工

事
の
内
容
お
よ
び
工
期
は
。

答
　
北
側
の
校
舎
の
ト
イ
レ
は
、
全
面

改
修
で
考
え
て
お
り
、
南
側
の
校
舎
の

ト
イ
レ
は
、
和
式
を
洋
式
に
改
修
す
る

工
事
を
中
心
に
行
う
。
管
理
棟
の
職
員

用
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
改
修
を
行
う
。

　
工
期
の
予
定
は
、
７
月
頃
か
ら
10
月

い
っ
ぱ
い
程
度
の
工
期
を
見
込
ん
で
お

り
、
授
業
に
支
障
の
で
る
と
こ
ろ
は
夏

休
み
に
実
施
す
る
形
で
予
定
し
て
い
る
。

問
　
空
き
家
等
の
有
効
活
用
の
解
釈
は
。

答
　
所
有
者
等
々
と
の
協
議
の
中
で
、

近
隣
住
民
、
関
係
機
関
等
に
情
報
提
供

し
、
将
来
的
に
は
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

も
見
据
え
て
い
る
。

問
　
本
条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

答
　
空
き
家
等
の
所
有
者
等
が
、
高
齢

化
や
経
済
的
事
情
に
よ
り
適
正
に
管
理

出
来
ず
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
増
加
し
、

将
来
的
に
も
少
子
化
傾
向
が
進
む
と
空

き
家
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
議
会
等
で
も
質
問
が
出
て
お

り
、
今
回
、
空
き
家
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
上
程
し
た
。

問
　
市
職
員
に
立
入
調
査
権
が
付
与
さ

れ
る
の
か
。

問
　
行
政
代
執
行
を
決
定
す
る
ま
で
の

協
議
は
。

答
　
庁
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
協
議

を
し
、
審
査
会
の
会
長
に
は
、
副
市
長

を
、
委
員
に
は
各
部
長
と
市
長
が
必
要

と
認
め
た
も
の
で
構
成
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
　
関
係
機
関
に
よ
る
協
力
要
請
は
。

答
　
幸
手
市
の
区
域
を
管
轄
す
る
特
定

行
政
庁
で
あ
る
越
谷
市
の
建
築
安
全
セ

ン
タ
ー
や
警
察
署
長
、
消
防
署
長
、
そ

の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

指
導
、
勧
告
、
命
令
に
つ
い
て
も
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
方
法
を

選
択
す
る
。

問
　
管
理
不
全
な
状
態
を
改
善
す
る
資

金
が
な
い
場
合
の
市
の
対
応
は
。

答
　
情
報
提
供
を
含
め
、
相
手
と
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
宅
建
業
者

等
の
方
々
と
対
処
も
含
め
て
、
適
宣
、

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
や
っ
て
い
き
た

い
。

問
　
消
防
団
員
に
対
し
て
の
周
知
は
。

答
　
入
団
式
や
消
防
団
の
会
議
の
際
に

退
職
金
の
額
が
変
更
に
な
っ
た
旨
を
周

知
す
る
。

問
　
勤
務
年
数
が
５
年
以
上
10
年
未
満

の
人
数
お
よ
び
30
年
以
上
の
人
数
は
。

答
　
５
年
以
上
10
年
未
満
の
団
員
数
は

28
人
、
30
年
以
上
は
８
人
。

問
　
毎
年
団
員
が
都
合
に
よ
り
退
職
す

る
人
数
は
。

答
　
平
成
25
年
度
が
17
人
、
平
成
24
年

度
が
９
人
、
平
成
23
年
度
が
11
人
、
平

成
22
年
度
が
15
人
と
平
均
す
る
と
15
人

弱
と
な
る
。

年
の
支
給
状
況
は
。

答
　
平
成
25
年
度
は
10
人
が
対
象
で
３

４
２
万
円
、
平
成
24
年
度
は
８
人
が
対

象
で
１
３
１
万
１
千
円
、
平
成
23
年
度

は
８
人
が
対
象
で
２
２
２
万
７
千
円
。

問
　
消
防
団
の
強
化
対
策
に
よ
り
条
例

の
制
定
と
理
解
す
る
が
、
過
去
２
、
３

問
　
学
校
管
理
費
の
緊
急
対
応
工
事
の

内
容
は
。

答
　
主
な
も
の
と
し
て
、
急
な
雨
漏
り

対
策
、
プ
ー
ル
の
排
水
ポ
ン
プ
の
電
源

工
事
、
ト
イ
レ
の
便
器
の
交
換
工
事
、

排
水
経
路
の
改
修
工
事
な
ど
で
あ
る
。

問
　
教
育
長
用
の
自
動
車
借
上
料
50
万

円
の
積
算
根
拠
は
。

答
　
昨
年
度
の
７
月
か
ら
今
年
の
３
月

ま
で
の
期
間
で
、
土
日
の
教
育
長
の
出

張
回
数
、
そ
れ
を
距
離
に
よ
り
タ
ク
シ

ー
を
使
用
し
た
場
合
の
金
額
を
計
算
し
、

積
み
上
げ
た
。

問
　
圏
央
道
関
連
事
業
負
担
金
の
補
正

後
の
最
終
残
額
は
。

答
　
今
年
度
の
協
定
額
は
６
億
９
７
３

１
万
５
９
０
４
円
で
費
用
負
担
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
全
体
協
定

額
38
億
５
５
０
０
万
円
か
ら
、
現
在
ま

で
の
協
定
額
の
合
計
26
億
４
８
１
４
万

３
２
９
１
円
を
差
し
引
い
た
残
額
、
12

億
６
８
５
万
６
７
０
９
円
が
最
終
残
と

な
り
平
成
27
年
度
に
最
終
残
の
支
出
と

な
る
。
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市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

（8）（9）

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
当
市
の
公
共

施
設
に
ポ
ス
タ
ー
等
を
貼
り
、
啓
発

を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
長
）

長
に
伺
う
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
今
年
３
月
に
国
土
交

通
省
が
決
定
し
た
全
国
統
一
マ
ー
ク

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
市
と

し
て
は
ま
だ
周
知
を
行
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
公
共
交

通
機
関
等
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
多
く
の
方
々
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
へ
の
配
慮

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

国
土
交
通
省
の
協
議
会
は
３

月
に
、
「
電
車
や
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
機
関
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
気

兼
ね
な
く
利
用
し
た
い
」
そ
ん
な
子

育
て
中
の
母
親
た
ち
の
声
か
ら
、
全

国
統
一
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
を
発

表
し
た
。

　
幸
手
市
の
公
共
施
設
に
、
ポ
ス
タ

ー
等
を
貼
り
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
が
健
康
福
祉
部

ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
周
知
はQ

A

　
日
本
保
健
医
療
大
学
と
の
協
力
・

連
携
に
よ
り
行
っ
た
事
例
と
し
て
は
、

保
健
医
療
を
題
材
と
し
た
市
民
向
け

の
公
開
講
座
を
は
じ
め
、
健
康
福
祉

ま
つ
り
や
市
民
ま
つ
り
、
子
ど
も
大

学
さ
っ
て
な
ど
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
日
本

保
健
医
療
大
学
に

は
、
様
々
な
機
会

に
お
い
て
、
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら

連
携
を
図
っ
て
い

く
。（
総
務
部
長
）

　
ま
た
、
大
学
設
置
合
意
書
に
示
さ

れ
た
「
大
学
は
、
地
域
と
大
学
と
を

一
体
的
に
考
え
、
行
政
や
地
域
と
の

連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。
」
に
関

す
る
事
例
を
伺
う
。

第
１
０
３
回
看
護
師
国
家
試

験
に
お
け
る
、
日
本
保
健
医

療
大
学
か
ら
の
受
験
者
数
１
０
９
人

の
う
ち
、
合
格
者
数
は
95
人
で
あ
り
、

合
格
率
は
、
87
・
２
％
で
あ
る
。
ま

た
、
市
内
に
就
職
し
た
学
生
は
３
人

で
あ
る
。

日
本
保
健
医
療
大
学
は
、
平

成
19
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、

旧
幸
手
東
小
学
校
の
校
舎
無
償
譲
渡
、

同
小
学
校
の
跡
地
無
償
貸
付
お
よ
び

補
助
限
度
額
５
億
円
が
可
決
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
今
年
の
春
、
初
め
て
の
卒

業
生
が
誕
生
し
た
。
そ
こ
で
看
護
師

免
許
取
得
者
数
と
割
合
や
幸
手
市
内

で
看
護
師
と
し
て
従
事
す
る
人
数
を

伺
う
。

誘
致
し
た
日
本
保
健
医
療
大
学
初
め
て
の
検
証

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 般般 質質 問問

　今定例会では、12人の議員が６月
３日、５日、６日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものの要旨を
質問者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行
政事務の状況や将来に対する方針などを
ただすもので、市側は、質問に対し基本
的な考え方や問題解決策について答弁し
ます。

　

松 本 　 章 議 員
◯　子育て日本一になるために
◯　学童保育について
◯　空き家条例について

中 村 孝 子 議 員
◯　観光行政について
◯　教育行政について

小 林 英 雄 議 員
◯　桜まつりについて
◯　権現堂公園管理事務所について

松 田 雅 代 議 員
◯　幸手市の教育行政について
◯　保育環境の整備について
◯　生活道路の補修整備について
◯　人口減少問題について

小 島 和 夫 議 員
◯　学校の公金の取り扱いについて
◯　水道会計について
◯　西口開発について
◯　公園の指定管理について

木 村 治 夫 議 員
◯　幸手駅西口土地区画整理事業について
◯　幸手中央地区産業団地について
◯　市民と行政の協働について

小 林 啓 子 議 員
◯　母子保健コーディネーターについて
◯「公園に防災用ベンチを設置」について
◯　ベビーカーマークの周知について

本 田 謡 子 議 員
◯　日本保健医療大学について
◯　幸手市立吉田幼稚園について
◯　小学校の学区制について
◯　選挙の投票率向上について
◯　認知症などの徘徊について

小 林 順 一 議 員
◯　消防行政について
◯　大災害時の「初動期」の１次医療の　
備えについて

小河原 浩 和 議 員
◯　学童保育室の新設について
◯　市道１－１号線・１－２号線の県道へ
の格上げについて

宮 杉 勝 男 議 員
◯　平成２６年度人事について
◯　家電リサイクル法の対象廃棄物取扱い
について

◯　小型家電の取り扱いについて

大久保 忠 三 議 員
◯　ひばりヶ丘球場のスコアボードの改修
について

◯　市内防犯灯のＬＥＤ化について

● それぞれの内容の詳細は会議録及び市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● ６月定例会の会議録は９月上旬頃公開予定です。

小林啓子議員本田謡子議員

ベビーカーマーク

案内図記号 禁止図記号
※案内図記号と
　同一デザイン
　を用いたもの
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等
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
多
く
の
方
々
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
へ
の
配
慮

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

国
土
交
通
省
の
協
議
会
は
３

月
に
、
「
電
車
や
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
機
関
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
気

兼
ね
な
く
利
用
し
た
い
」
そ
ん
な
子

育
て
中
の
母
親
た
ち
の
声
か
ら
、
全

国
統
一
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
を
発

表
し
た
。

　
幸
手
市
の
公
共
施
設
に
、
ポ
ス
タ

ー
等
を
貼
り
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
が
健
康
福
祉
部

ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
周
知
はQ

A

　
日
本
保
健
医
療
大
学
と
の
協
力
・

連
携
に
よ
り
行
っ
た
事
例
と
し
て
は
、

保
健
医
療
を
題
材
と
し
た
市
民
向
け

の
公
開
講
座
を
は
じ
め
、
健
康
福
祉

ま
つ
り
や
市
民
ま
つ
り
、
子
ど
も
大

学
さ
っ
て
な
ど
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
日
本

保
健
医
療
大
学
に

は
、
様
々
な
機
会

に
お
い
て
、
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら

連
携
を
図
っ
て
い

く
。（
総
務
部
長
）

　
ま
た
、
大
学
設
置
合
意
書
に
示
さ

れ
た
「
大
学
は
、
地
域
と
大
学
と
を

一
体
的
に
考
え
、
行
政
や
地
域
と
の

連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。
」
に
関

す
る
事
例
を
伺
う
。

第
１
０
３
回
看
護
師
国
家
試

験
に
お
け
る
、
日
本
保
健
医

療
大
学
か
ら
の
受
験
者
数
１
０
９
人

の
う
ち
、
合
格
者
数
は
95
人
で
あ
り
、

合
格
率
は
、
87
・
２
％
で
あ
る
。
ま

た
、
市
内
に
就
職
し
た
学
生
は
３
人

で
あ
る
。

日
本
保
健
医
療
大
学
は
、
平

成
19
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、

旧
幸
手
東
小
学
校
の
校
舎
無
償
譲
渡
、

同
小
学
校
の
跡
地
無
償
貸
付
お
よ
び

補
助
限
度
額
５
億
円
が
可
決
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
今
年
の
春
、
初
め
て
の
卒

業
生
が
誕
生
し
た
。
そ
こ
で
看
護
師

免
許
取
得
者
数
と
割
合
や
幸
手
市
内

で
看
護
師
と
し
て
従
事
す
る
人
数
を

伺
う
。

誘
致
し
た
日
本
保
健
医
療
大
学
初
め
て
の
検
証

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 般般 質質 問問

　今定例会では、12人の議員が６月
３日、５日、６日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものの要旨を
質問者順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行
政事務の状況や将来に対する方針などを
ただすもので、市側は、質問に対し基本
的な考え方や問題解決策について答弁し
ます。

　

松 本 　 章 議 員
◯　子育て日本一になるために
◯　学童保育について
◯　空き家条例について

中 村 孝 子 議 員
◯　観光行政について
◯　教育行政について

小 林 英 雄 議 員
◯　桜まつりについて
◯　権現堂公園管理事務所について

松 田 雅 代 議 員
◯　幸手市の教育行政について
◯　保育環境の整備について
◯　生活道路の補修整備について
◯　人口減少問題について

小 島 和 夫 議 員
◯　学校の公金の取り扱いについて
◯　水道会計について
◯　西口開発について
◯　公園の指定管理について

木 村 治 夫 議 員
◯　幸手駅西口土地区画整理事業について
◯　幸手中央地区産業団地について
◯　市民と行政の協働について

小 林 啓 子 議 員
◯　母子保健コーディネーターについて
◯「公園に防災用ベンチを設置」について
◯　ベビーカーマークの周知について

本 田 謡 子 議 員
◯　日本保健医療大学について
◯　幸手市立吉田幼稚園について
◯　小学校の学区制について
◯　選挙の投票率向上について
◯　認知症などの徘徊について

小 林 順 一 議 員
◯　消防行政について
◯　大災害時の「初動期」の１次医療の　
備えについて

小河原 浩 和 議 員
◯　学童保育室の新設について
◯　市道１－１号線・１－２号線の県道へ
の格上げについて

宮 杉 勝 男 議 員
◯　平成２６年度人事について
◯　家電リサイクル法の対象廃棄物取扱い
について

◯　小型家電の取り扱いについて

大久保 忠 三 議 員
◯　ひばりヶ丘球場のスコアボードの改修
について

◯　市内防犯灯のＬＥＤ化について

● それぞれの内容の詳細は会議録及び市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● ６月定例会の会議録は９月上旬頃公開予定です。

小林啓子議員本田謡子議員

ベビーカーマーク

案内図記号 禁止図記号
※案内図記号と
　同一デザイン
　を用いたもの
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（10）（11）

共
施
設
に
設
置
し
て
い
る
が
、
今
後

は
救
護
所
で
あ
る
中
学
校
を
中
心
に

医
療
器
セ
ッ
ト
の
備
蓄
を
研
究
し
て

い
く
。

　
医
師
会
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
幸
手
市
地
域
防
災
計
画
の

改
定
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
改
定

に
伴
い
開
催
す
る
防
災
会
議
の
中
で
、

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
医
師
会
の
委
員
と

連
携
に
つ
い
て
の
再
確
認
な
ど
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

に
診
療
が
で
き
な
い
。
防
災
備
蓄
品

の
消
費
日
数
を
伺
う
。
蘇
生
器
、
気

管
挿
管
用
具
等
の
医
療
器
セ
ッ
ト
の

備
蓄
の
予
定
は
あ
る
か
伺
う
。
医
師

会
と
医
療
器
セ
ッ
ト
の
備
蓄
に
関
し
、

協
議
の
予
定
を
伺
う
。

食
料
品
の
備
蓄
は
全
人
口
の

１
日
分
（
３
食
）
を
目
標
に

し
て
お
り
、
現
在
は
88
％
の
備
蓄
率

で
あ
る
。

　
蘇
生
器
等
の
医
療
器
に
つ
い
て
は

備
蓄
し
て
い
な
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
各
公

首
都
直
下
大
地
震
な
ど
大
災

害
に
備
え
て
災
害
拠
点
病
院

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
大
災
害

発
生
初
動
期
に
お
い
て
傷
病
者
を
拠

点
病
院
に
運
ぶ
こ
と
は
道
路
が
瓦
礫

に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
地
割
れ
な
ど
で

困
難
に
な
り
、
地
域
の
医
療
機
関
も

被
災
し
、
医
師
も
一
般
市
民
と
同
じ

く
避
難
所
へ
「
手
ぶ
ら
」
で
避
難
す

る
こ
と
に
な
り
外
傷
を
負
っ
た
市
民

大
災
害
時
の
「
初
動
期
」
１
次
医
療
の
備
え
は

Q

A

　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
長
）

も
に
約
３
割
の
利
用
希
望
が
あ
っ
た

こ
と
や
３
校
か
ら
10
人
の
児
童
が
学

区
外
の
学
童
保
育
室
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童
の
生
活

を
健
全
に
過
ご
す
場
と
し
て
、
児
童

が
通
う
小
学
校
区
内
に
学
童
保
育
室

を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
、
権
現
堂
川
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
４
月
の
開
設
を
、
吉
田
小

学
校
・
八
代
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
４
月
の
開
設
を
目
指
し
て

学
校
や
教
育
委
員
会
、
関
係
各
部
署

と
調
整
中
で
あ
る
。

吉
田
、
八
代
、
権
現
堂
川
各

小
学
校
地
区
に
学
童
保
育
室

が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

６
月
定
例
会
で
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
方
針

及
び
問
題
点
を
伺
う
。

平
成
26
年
１
月
に
、
３
校
の

保
護
者
に
学
童
保
育
室
利
用

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
３
校
と

吉
田
、
八
代
、
権
現
堂
川
小
学
校
に
学
童
設
置
を

QA

対
象
品
目
を
排
出
、
小
売
業
者
が
収

集
運
搬
、
製
造
業
者
が
再
商
品
化
等

を
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
式
を
と
っ

て
い
る
。

　
②
構
築
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
収
集
・
運
搬
方
法
を
前
提
に

当
面
は
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
方
法
や
、収
集
・

運
搬
料
金
等
を
市
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
質
問
し
た
。

①
な
ぜ
直
接
行
政
で
取
り
扱
わ
な
い

の
か
。

②
小
売
店
組
合
だ
け
で
な
く
収
集
運

搬
業
者
も
そ
の
取
り
扱
い
が
出
来

る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

③
現
在
の
取
り
扱
い
の
周
知
方
法
を

金
額
も
含
め
、
わ
か
り
や
す
く
し

て
は
ど
う
か
。

①
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・

運
搬
料
金
を
支
払
っ
た
消
費
者
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
券
を
必
要
と
す

る
大
型
家
電
の
処
分
方
法
は
、

現
在
幸
手
市
で
は
買
い
替
え
時
に
販

売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
小

売
店
組
合
の
当

月
担
当
店
に
連

絡
を
し
て
有
料

で
処
分
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
利

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
廃
棄
物
の
取
扱
い
は

Q

A

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
省
電
力
で
あ

る
点
、
器
具
が
長
寿
命
で
あ
る
点
等
、

環
境
面
で
優
れ
て
お
り
、
電
気
料
金

の
軽
減
に
も
な
る
の
で
、
設
置
の
促

進
お
よ
び
電
気
料
金
補
助
の
優
遇
に

つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

し
、
市
が
全
額
負
担
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
電
気
料
金
を
補
助
す
る

当
市
も
、
省
エ
ネ
、
電
気
料
金
軽
減

に
向
け
、
Ｌ
Ｅ
D
化
に
助
成
す
べ
き

で
あ
る
。現

在
、
防
犯
灯
の
新
設
に
つ

い
て
は
幸
手
市
防
犯
灯
設
置

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
て
補
助

が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
電
気
料
金

に
つ
い
て
は
、
幸
手
市
電
気
料
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
て
補
助
が
さ

れ
て
い
る
。

自
治
会
、
町
内
会
等
で
は
独

自
に
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
D
化

を
進
め
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
D
照
明
は
、

電
気
料
の
大
幅
軽
減
、
ま
た
、
長
寿

命
は
修
繕
費
の
減
に
も
な
る
。

　
し
か
し
、
地
域
独
自
で
の
Ｌ
Ｅ
D

化
は
多
額
の
出
費
と
な
る
。

　
防
犯
灯
の
増
設
に
は
補
助
す
る
が
、

交
換
に
は
補
助
が
な
い
。

　
Ｌ
Ｅ
D
化
に
リ
ー
ス
方
式
を
採
用

市
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
補
助
制
度
を

Q

A

小河原浩和議員 小林順一議員宮杉勝男議員大久保忠三議員

蛍光灯蛍光灯

ＬＥＤＬＥＤ

が
れ
き
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共
施
設
に
設
置
し
て
い
る
が
、
今
後

は
救
護
所
で
あ
る
中
学
校
を
中
心
に

医
療
器
セ
ッ
ト
の
備
蓄
を
研
究
し
て

い
く
。

　
医
師
会
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
幸
手
市
地
域
防
災
計
画
の

改
定
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
改
定

に
伴
い
開
催
す
る
防
災
会
議
の
中
で
、

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
医
師
会
の
委
員
と

連
携
に
つ
い
て
の
再
確
認
な
ど
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

に
診
療
が
で
き
な
い
。
防
災
備
蓄
品

の
消
費
日
数
を
伺
う
。
蘇
生
器
、
気

管
挿
管
用
具
等
の
医
療
器
セ
ッ
ト
の

備
蓄
の
予
定
は
あ
る
か
伺
う
。
医
師

会
と
医
療
器
セ
ッ
ト
の
備
蓄
に
関
し
、

協
議
の
予
定
を
伺
う
。

食
料
品
の
備
蓄
は
全
人
口
の

１
日
分
（
３
食
）
を
目
標
に

し
て
お
り
、
現
在
は
88
％
の
備
蓄
率

で
あ
る
。

　
蘇
生
器
等
の
医
療
器
に
つ
い
て
は

備
蓄
し
て
い
な
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
各
公

首
都
直
下
大
地
震
な
ど
大
災

害
に
備
え
て
災
害
拠
点
病
院

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
大
災
害

発
生
初
動
期
に
お
い
て
傷
病
者
を
拠

点
病
院
に
運
ぶ
こ
と
は
道
路
が
瓦
礫

に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
地
割
れ
な
ど
で

困
難
に
な
り
、
地
域
の
医
療
機
関
も

被
災
し
、
医
師
も
一
般
市
民
と
同
じ

く
避
難
所
へ
「
手
ぶ
ら
」
で
避
難
す

る
こ
と
に
な
り
外
傷
を
負
っ
た
市
民

大
災
害
時
の
「
初
動
期
」
１
次
医
療
の
備
え
は

Q

A

　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
部
長
）

も
に
約
３
割
の
利
用
希
望
が
あ
っ
た

こ
と
や
３
校
か
ら
10
人
の
児
童
が
学

区
外
の
学
童
保
育
室
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童
の
生
活

を
健
全
に
過
ご
す
場
と
し
て
、
児
童

が
通
う
小
学
校
区
内
に
学
童
保
育
室

を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
、
権
現
堂
川
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
４
月
の
開
設
を
、
吉
田
小

学
校
・
八
代
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
４
月
の
開
設
を
目
指
し
て

学
校
や
教
育
委
員
会
、
関
係
各
部
署

と
調
整
中
で
あ
る
。

吉
田
、
八
代
、
権
現
堂
川
各

小
学
校
地
区
に
学
童
保
育
室

が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

６
月
定
例
会
で
質
問
し
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
方
針

及
び
問
題
点
を
伺
う
。

平
成
26
年
１
月
に
、
３
校
の

保
護
者
に
学
童
保
育
室
利
用

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
３
校
と

吉
田
、
八
代
、
権
現
堂
川
小
学
校
に
学
童
設
置
を

QA

対
象
品
目
を
排
出
、
小
売
業
者
が
収

集
運
搬
、
製
造
業
者
が
再
商
品
化
等

を
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
式
を
と
っ

て
い
る
。

　
②
構
築
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
の
収
集
・
運
搬
方
法
を
前
提
に

当
面
は
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
方
法
や
、収
集
・

運
搬
料
金
等
を
市
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
質
問
し
た
。

①
な
ぜ
直
接
行
政
で
取
り
扱
わ
な
い

の
か
。

②
小
売
店
組
合
だ
け
で
な
く
収
集
運

搬
業
者
も
そ
の
取
り
扱
い
が
出
来

る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

③
現
在
の
取
り
扱
い
の
周
知
方
法
を

金
額
も
含
め
、
わ
か
り
や
す
く
し

て
は
ど
う
か
。

①
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
・

運
搬
料
金
を
支
払
っ
た
消
費
者
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
券
を
必
要
と
す

る
大
型
家
電
の
処
分
方
法
は
、

現
在
幸
手
市
で
は
買
い
替
え
時
に
販

売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
か
、
小

売
店
組
合
の
当

月
担
当
店
に
連

絡
を
し
て
有
料

で
処
分
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
利

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
廃
棄
物
の
取
扱
い
は

Q

A

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
省
電
力
で
あ

る
点
、
器
具
が
長
寿
命
で
あ
る
点
等
、

環
境
面
で
優
れ
て
お
り
、
電
気
料
金

の
軽
減
に
も
な
る
の
で
、
設
置
の
促

進
お
よ
び
電
気
料
金
補
助
の
優
遇
に

つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

し
、
市
が
全
額
負
担
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
電
気
料
金
を
補
助
す
る

当
市
も
、
省
エ
ネ
、
電
気
料
金
軽
減

に
向
け
、
Ｌ
Ｅ
D
化
に
助
成
す
べ
き

で
あ
る
。現

在
、
防
犯
灯
の
新
設
に
つ

い
て
は
幸
手
市
防
犯
灯
設
置

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
て
補
助

が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
電
気
料
金

に
つ
い
て
は
、
幸
手
市
電
気
料
補
助

金
交
付
要
綱
に
基
づ
い
て
補
助
が
さ

れ
て
い
る
。

自
治
会
、
町
内
会
等
で
は
独

自
に
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
D
化

を
進
め
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
D
照
明
は
、

電
気
料
の
大
幅
軽
減
、
ま
た
、
長
寿

命
は
修
繕
費
の
減
に
も
な
る
。

　
し
か
し
、
地
域
独
自
で
の
Ｌ
Ｅ
D

化
は
多
額
の
出
費
と
な
る
。

　
防
犯
灯
の
増
設
に
は
補
助
す
る
が
、

交
換
に
は
補
助
が
な
い
。

　
Ｌ
Ｅ
D
化
に
リ
ー
ス
方
式
を
採
用

市
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
補
助
制
度
を

Q

A

小河原浩和議員 小林順一議員宮杉勝男議員大久保忠三議員
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あ

が
れ
き
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る
中
で
、
事
業
の
総
称
を
「
さ
っ
ち

ゃ
ん
子
育
て
応
援
事
業
」
と
銘
打
っ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
現
在
策
定
中
の
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
、
今
後
取
組
む

べ
き
施
策
を
掲
げ
、
推
進
を
図
っ
て

い
く
。
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）

⑶
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
、
取
り
組
む

意
欲
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
26
年
度
の
重
点
施
策
を

決
定
し
て
い
く
中
で
、
子
育

て
支
援
施
策
を
総
合
的
か
つ
重
点
的

に
実
施
し
て
い
く
と
い
う
方
針
を
決

定
し
、
「
子
育
て
応
援
日
本
一
」
を

唱
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
総
務
省
の
既
存
10
事
業
の
中
で
は
、

当
市
は
病
後
児
保
育
が
未
実
施
の
状

況
で
あ
る
。
今
年
度
は
複
数
の
課
が

新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
す

本
年
４
月
の
「
広
報
さ
っ
て
」

に
「
子
育
て
支
援
日
本
一
を

め
ざ
し
ま
す
」
と
掲
載
が
あ
っ
た
。

⑴
「
子
育
て
応
援
日
本
一
」
を
唱
っ

た
経
緯
に
つ
い
て

⑵
他
の
自
治
体
で
も
取
り
組
ま
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
総
務
省
で
も
既

存
10
事
業
な
ど
決
め
て
い
る
が
、
幸

手
市
の
現
状
、
幸
手
市
独
自
の
事
業

に
つ
い
て

子
育
て
日
本
一
に
な
る
た
め
に

Q

A

る
日
光
街
道
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
今

年
度
は
、
ま
ち
な
か
回
遊
型
の
観
光

マ
ッ
プ
を
作
製
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（
建
設
経
済
部
長
）

幸
手
市
は
、
宿
泊
型
の
観
光

地
で
は
な
く
短
期
滞
在
で
日

帰
り
型
の
観
光
地
。
そ
の
中
心
は
、

県
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
た

県
営
権
現
堂
公
園
（
権
現
堂
堤
）
で

あ
り
、
今
後
も
こ
の
資
源
を
生
か
し

た
観
光
事
業
を
第
一
に
、
引
き
続
き

集
客
に
努
め
て
い
く
。
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
観
光
客
を
、

少
し
で
も
中
心
市
街
地
へ
引
き
込
み

を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
た
い
。
そ
の
方
策
と
し
て
、

駅
か
ら
桜
堤
に
至
る
ル
ー
ト
上
に
あ

観
光
協
会
の
事
業
に
権
現
堂

の
花
の
ま
つ
り
・
さ
っ
ち
ゃ

ん
啓
発
事
業
・
日
光
街
道
景
観
事
業

等
が
あ
る
。
ま
た
、
日
光
歴
史
街
道

活
性
化
首
長
サ
ミ
ッ
ト
を
受
け
た
、

活
性
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
立
ち
上

が
る
。
今
年
度
、
観
光
資
源
発
掘
事

業
費
2
3
0
万
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

そ
こ
で
幸
手
の
観
光
行
政
は
何
を
目

指
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

幸
手
の
観
光
行
政
の
目
指
す
と
こ
ろ
は

Q

A

っ
て
は
な
ら
な
い
行
為
で
あ
り
、
お

越
し
い
た
だ
い
た
観
光
客
の
皆
様
の

信
用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
市
で
は
桜
ま
つ
り
臨
時
駐
車

場
の
管
理
業
務
を
発
注
し
た
幸
手
市

観
光
協
会
に
対
し
、
受
託
先
で
あ
る
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
幸
手
権
現
堂
桜
堤
保
存

会
に
対
し
て
、
早
急
に
事
実
確
認
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な

事
が
事
実
と
し
て
確
認
で
き
れ
ば
、

二
度
と
起
き
な
い
よ
う
指
導
、
是
正

す
る
よ
う
強
く
指
示
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
建
設
経
済
部
長
）

を
と
ら
ず
に
駐

車
さ
せ
て
い
る

事
実
が
あ
る
。

長
期
に
わ
た
り

業
務
を
請
け
負

っ
て
い
る
の
で

こ
の
よ
う
な
事

が
長
く
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

ご
質
問
い
た
だ
い
た
こ
と
が

事
実
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
あ

桜
ま
つ
り
は
、
市
か
ら
の
補

助
金
・
駐
車
場
使
用
料
金
の

収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
こ

れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
不
足
分
の
補

て
ん
に
は
さ
ら
に
税
金
が
つ
ぎ
込
ま

れ
て
い
る
。
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が

業
務
を
請
け
負
い
、
そ
の
会
員
が
誘

導
・
料
金
収
集
を
し
て
い
る
。
時
給

を
頂
い
て
作
業
し
て
い
る
人
が
、
知

り
合
い
、
顔
見
知
り
等
か
ら
は
料
金

桜
ま
つ
り
の
駐
車
場
料
金
収
集
で

Q

A

減
少
率
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
も
推

計
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
の
減

少
率
に
は
な
ら
な
い
と
推
測
し
て
い

る
が
、
今
回
の
結
果
は
真
摯
に
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　

　
そ
こ
で
、
副
市
長
を
座
長
に
、
部

長
級
を
構
成
員
と
し
た
「
２
０
４
０

年
問
題
対
策
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

首
都
圏
40
㎞
圏
に
あ
る
自
治
体
と
の

比
較
な
ど
、
現
状
の
把
握
と
分
析
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

望
者
を
対
象
に
し
た
相
談
会
を
東
京

都
内
で
開
催
す
る
な
ど
、
具
体
的
に

動
き
出
し
て
い
る
。
今
後
、
自
治
体

間
競
争
を
含
め
、
市
長
と
し
て
こ
の

事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

人
口
減
少
問
題
の
対
応
と
し

て
、
「
子
育
て
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
子
育
て
世
代

の
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
　

　
今
回
の
出
産
世
代
の
女
性
人
口
の

幸
手
市
の
人
口
推
移
は
、
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

（
今
年
度
策
定
）
の
想
定
を
上
回
る

勢
い
で
減
少
し
て
い
る
。
人
口
減
少

の
問
題
点
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

　
と
り
わ
け
、
出
産
世
代
の
女
性
人

口
の
動
向
は
重
要
で
あ
り
、
幸
手
市

の
30
年
後
の
減
少
率
は
55
・
6
％
と

い
う
推
測
も
あ
る
。
岡
山
県
や
香
川

県
な
ど
は
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
希

ど
う
対
応
、
「
待
っ
た
な
し
」
の
人
口
減
少

Q

A
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（12）（13）

る
中
で
、
事
業
の
総
称
を
「
さ
っ
ち

ゃ
ん
子
育
て
応
援
事
業
」
と
銘
打
っ

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
現
在
策
定
中
の
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
、
今
後
取
組
む

べ
き
施
策
を
掲
げ
、
推
進
を
図
っ
て

い
く
。
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）

⑶
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
、
取
り
組
む

意
欲
に
つ
い
て
伺
う
。

平
成
26
年
度
の
重
点
施
策
を

決
定
し
て
い
く
中
で
、
子
育

て
支
援
施
策
を
総
合
的
か
つ
重
点
的

に
実
施
し
て
い
く
と
い
う
方
針
を
決

定
し
、
「
子
育
て
応
援
日
本
一
」
を

唱
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
総
務
省
の
既
存
10
事
業
の
中
で
は
、

当
市
は
病
後
児
保
育
が
未
実
施
の
状

況
で
あ
る
。
今
年
度
は
複
数
の
課
が

新
た
な
子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
す

本
年
４
月
の
「
広
報
さ
っ
て
」

に
「
子
育
て
支
援
日
本
一
を

め
ざ
し
ま
す
」
と
掲
載
が
あ
っ
た
。

⑴
「
子
育
て
応
援
日
本
一
」
を
唱
っ

た
経
緯
に
つ
い
て

⑵
他
の
自
治
体
で
も
取
り
組
ま
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
総
務
省
で
も
既

存
10
事
業
な
ど
決
め
て
い
る
が
、
幸

手
市
の
現
状
、
幸
手
市
独
自
の
事
業

に
つ
い
て

子
育
て
日
本
一
に
な
る
た
め
に

Q

A

る
日
光
街
道
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
今

年
度
は
、
ま
ち
な
か
回
遊
型
の
観
光

マ
ッ
プ
を
作
製
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（
建
設
経
済
部
長
）

幸
手
市
は
、
宿
泊
型
の
観
光

地
で
は
な
く
短
期
滞
在
で
日

帰
り
型
の
観
光
地
。
そ
の
中
心
は
、

県
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
た

県
営
権
現
堂
公
園
（
権
現
堂
堤
）
で

あ
り
、
今
後
も
こ
の
資
源
を
生
か
し

た
観
光
事
業
を
第
一
に
、
引
き
続
き

集
客
に
努
め
て
い
く
。
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
観
光
客
を
、

少
し
で
も
中
心
市
街
地
へ
引
き
込
み

を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と

つ
な
げ
た
い
。
そ
の
方
策
と
し
て
、

駅
か
ら
桜
堤
に
至
る
ル
ー
ト
上
に
あ

観
光
協
会
の
事
業
に
権
現
堂

の
花
の
ま
つ
り
・
さ
っ
ち
ゃ

ん
啓
発
事
業
・
日
光
街
道
景
観
事
業

等
が
あ
る
。
ま
た
、
日
光
歴
史
街
道

活
性
化
首
長
サ
ミ
ッ
ト
を
受
け
た
、

活
性
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
立
ち
上

が
る
。
今
年
度
、
観
光
資
源
発
掘
事

業
費
2
3
0
万
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。

そ
こ
で
幸
手
の
観
光
行
政
は
何
を
目

指
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

幸
手
の
観
光
行
政
の
目
指
す
と
こ
ろ
は

Q
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っ
て
は
な
ら
な
い
行
為
で
あ
り
、
お

越
し
い
た
だ
い
た
観
光
客
の
皆
様
の

信
用
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
市
で
は
桜
ま
つ
り
臨
時
駐
車

場
の
管
理
業
務
を
発
注
し
た
幸
手
市

観
光
協
会
に
対
し
、
受
託
先
で
あ
る
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
幸
手
権
現
堂
桜
堤
保
存

会
に
対
し
て
、
早
急
に
事
実
確
認
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な

事
が
事
実
と
し
て
確
認
で
き
れ
ば
、

二
度
と
起
き
な
い
よ
う
指
導
、
是
正

す
る
よ
う
強
く
指
示
を
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
建
設
経
済
部
長
）

を
と
ら
ず
に
駐

車
さ
せ
て
い
る

事
実
が
あ
る
。

長
期
に
わ
た
り

業
務
を
請
け
負

っ
て
い
る
の
で

こ
の
よ
う
な
事

が
長
く
行
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

ご
質
問
い
た
だ
い
た
こ
と
が

事
実
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
あ

桜
ま
つ
り
は
、
市
か
ら
の
補

助
金
・
駐
車
場
使
用
料
金
の

収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
こ

れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、
不
足
分
の
補

て
ん
に
は
さ
ら
に
税
金
が
つ
ぎ
込
ま

れ
て
い
る
。
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が

業
務
を
請
け
負
い
、
そ
の
会
員
が
誘

導
・
料
金
収
集
を
し
て
い
る
。
時
給

を
頂
い
て
作
業
し
て
い
る
人
が
、
知

り
合
い
、
顔
見
知
り
等
か
ら
は
料
金

桜
ま
つ
り
の
駐
車
場
料
金
収
集
で

Q

A

減
少
率
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
も
推

計
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
の
減

少
率
に
は
な
ら
な
い
と
推
測
し
て
い

る
が
、
今
回
の
結
果
は
真
摯
に
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　

　
そ
こ
で
、
副
市
長
を
座
長
に
、
部

長
級
を
構
成
員
と
し
た
「
２
０
４
０

年
問
題
対
策
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

首
都
圏
40
㎞
圏
に
あ
る
自
治
体
と
の

比
較
な
ど
、
現
状
の
把
握
と
分
析
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

望
者
を
対
象
に
し
た
相
談
会
を
東
京

都
内
で
開
催
す
る
な
ど
、
具
体
的
に

動
き
出
し
て
い
る
。
今
後
、
自
治
体

間
競
争
を
含
め
、
市
長
と
し
て
こ
の

事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

人
口
減
少
問
題
の
対
応
と
し

て
、
「
子
育
て
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
子
育
て
世
代

の
定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
　

　
今
回
の
出
産
世
代
の
女
性
人
口
の

幸
手
市
の
人
口
推
移
は
、
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

（
今
年
度
策
定
）
の
想
定
を
上
回
る

勢
い
で
減
少
し
て
い
る
。
人
口
減
少

の
問
題
点
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

　
と
り
わ
け
、
出
産
世
代
の
女
性
人

口
の
動
向
は
重
要
で
あ
り
、
幸
手
市

の
30
年
後
の
減
少
率
は
55
・
6
％
と

い
う
推
測
も
あ
る
。
岡
山
県
や
香
川

県
な
ど
は
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
希

ど
う
対
応
、
「
待
っ
た
な
し
」
の
人
口
減
少

Q

A

小林英雄議員 中村孝子議員 松本章議員松田雅代議員

日光街道沿いにある
【国登録有形文化財・岸本家住宅主屋】



市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

（14）（15）

定
で
あ
る
。
　
（
建
設
経
済
部
長
）

に
現
駅
舎
・
現
跨
線
橋
等
を
解
体
す

る
予
定
で
あ
り
、
駅
前
広
場
は
、
西

口
駅
前
広
場
周
辺
の
整
地
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

　
橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
の
工
事
車

両
は
、
東
武
鉄
道
と
協
議
中
で
あ
り
、

具
体
的
な
計
画
が
示
せ
る
段
階
で
は

な
い
が
、
東
口
駅
前
広
場
側
お
よ
び

幸
手
駅
旧
３
番
線
用
地
を
活
用
し
、

県
道
幸
手
久
喜
線
か
ら
の
通
行
が
予

想
さ
れ
、
駅
前
広
場
の
工
事
車
両
は
、

弁
天
橋
か
ら
西
口
駅
前
広
場
に
向
け

て
仮
設
道
路
を
使
用
し
通
行
す
る
予

平
成
27
年
度
に
駅
舎
・
自
由

通
路
・
駅
前
広
場
の
３
工
事

を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た
、

工
事
車
両
の
通
行
道
路
は
ど
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
は
、

仮
駅
舎
・
仮
跨
線
橋
等
の
新

設
を
行
い
、
そ
れ
ら
施
設
の
設
置
後

３
工
事
同
時
ス
タ
ー
ト
、
ど
う
進
め
る
西
口
開
発

QA

民
が
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
３

点
と
認
識
し
て
い
る
。
協
働
を
推
進

す
る
た
め
「
幸
手
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
指
針
」
を
策
定
し
、
今
年
度
か

ら
市
民
協
働
課
を
設
置
し
て
協
働
推

進
に
つ
い
て
の
職
員
説
明
会
も
実
施

し
た
。
ま
た
、
協
働
に
関
す
る
情
報

不
足
の
解
消
に
努
め
、
協
働
の
取
組

み
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
講
習
会

等
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

ィ
の
希
薄
化
等
に
よ
る
鈍
化
要
因
も

あ
る
が
、
「
市
民
」
と
「
行
政
」
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
互
い
が
対

等
な
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
、
市
と
し
て
協
働
に
対
す
る

課
題
ま
た
具
体
的
な
実
行
策
を
伺
う
。

市
民
と
行
政
の
協
働
に
関
す

る
課
題
と
し
て
は
、
市
民
活

動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な

分
野
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
、
各

地
域
や
団
体
と
行
政
間
の
情
報
の
共

有
不
足
、
協
働
に
つ
い
て
行
政
と
市

幸
手
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

指
針
が
、
第
５
次
幸
手
市
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
に

係
る
、
市
民
検
討
会
議
お
よ
び
職
員

検
討
委
員
会
に
て
「
協
働
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。
地
方
分
権

の
進
展
に
よ
り
、
自
治
体
は
自
ら
の

判
断
と
責
任
の
も
と
、
自
主
的
で
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

市
民
と
行
政
の
協
働
の
具
体
的
実
行
策
は

Q

A

小島和夫議員木村治夫議員

文教厚生常任委員会で所管事務調査を行いました文教厚生常任委員会で所管事務調査を行いました文教厚生常任委員会で所管事務調査を行いました

6月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
4月 486件 5月 799件 6月 3191件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

17人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

9月定例会のお知らせ

9月1日開会予定です。

詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.city.satte.lg.jp

　
５
月
14
日
、
当
委
員
会
で
は
、
教
育

行
政
（
さ
く
ら
小
学
校
・
さ
か
え
小
学

校
）
、
児
童
福
祉
行
政
（
学
童
保
育
室

た
い
よ
う
）
、
社
会
教
育
行
政
（
旧
香

日
向
小
学
校
図
書
コ
ー
ナ
ー
）
に
つ
い

て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
小
学
校
と
さ
か
え
小
学
校
で

は
、
学
校
運
営
状
況
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
施
設
視
察
で
は
、

南
門
通
学
路
の
拡
幅
工
事
や
特
別
支
援

教
室
の
開
設
工
事
な
ど
（
さ
く
ら
小
）
、

放
送
設
備
の
改
修
工
事
な
ど
（
さ
か
え

小
）
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
４
月
に
西
中
学
校
敷
地

内
に
開
設
し
た
学
童
保
育
室
「
た

い
よ
う
」
で
は
、
学
童
運
営
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

施
設
視
察
で
は
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
駐
車
場
な
ど
、
児
童
の
送
迎

の
際
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
香
日
向
小
学
校
図
書

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
の
開
館

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
施
設
視
察
で

は
、
開
館
に
向
け
て
の
準
備
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。
活
字
離
れ
が
言

わ
れ
て
い
る
今
日
、
こ
の
図
書
コ

ー
ナ
ー
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
、

学
び
の
場
と
な
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

旧香日向小学校
図書コーナー

さくら小学校

　
ま
た
、
体
育
館
の
安
全
対
策
等
工
事

（
さ
く
ら
小
・
さ
か
え
小
）
で
は
、
大

規
模
な
地
震
で
も
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
や
照

明
器
具
の
落
下
防
止
の
対
策
が
な
さ
れ
、

照
明
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
し
た
こ
と
で

省
エ
ネ
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

学童保育室「たいよう」
さかえ小学校



市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

（14）（15）

定
で
あ
る
。
　
（
建
設
経
済
部
長
）

に
現
駅
舎
・
現
跨
線
橋
等
を
解
体
す

る
予
定
で
あ
り
、
駅
前
広
場
は
、
西

口
駅
前
広
場
周
辺
の
整
地
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

　
橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
の
工
事
車

両
は
、
東
武
鉄
道
と
協
議
中
で
あ
り
、

具
体
的
な
計
画
が
示
せ
る
段
階
で
は

な
い
が
、
東
口
駅
前
広
場
側
お
よ
び

幸
手
駅
旧
３
番
線
用
地
を
活
用
し
、

県
道
幸
手
久
喜
線
か
ら
の
通
行
が
予

想
さ
れ
、
駅
前
広
場
の
工
事
車
両
は
、

弁
天
橋
か
ら
西
口
駅
前
広
場
に
向
け

て
仮
設
道
路
を
使
用
し
通
行
す
る
予

平
成
27
年
度
に
駅
舎
・
自
由

通
路
・
駅
前
広
場
の
３
工
事

を
同
時
に
ス
タ
ー
ト
す
る
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た
、

工
事
車
両
の
通
行
道
路
は
ど
の
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
は
、

仮
駅
舎
・
仮
跨
線
橋
等
の
新

設
を
行
い
、
そ
れ
ら
施
設
の
設
置
後

３
工
事
同
時
ス
タ
ー
ト
、
ど
う
進
め
る
西
口
開
発

QA

民
が
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
の
３

点
と
認
識
し
て
い
る
。
協
働
を
推
進

す
る
た
め
「
幸
手
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
指
針
」
を
策
定
し
、
今
年
度
か

ら
市
民
協
働
課
を
設
置
し
て
協
働
推

進
に
つ
い
て
の
職
員
説
明
会
も
実
施

し
た
。
ま
た
、
協
働
に
関
す
る
情
報

不
足
の
解
消
に
努
め
、
協
働
の
取
組

み
を
深
く
理
解
す
る
た
め
の
講
習
会

等
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
生
活
部
長
）

ィ
の
希
薄
化
等
に
よ
る
鈍
化
要
因
も

あ
る
が
、
「
市
民
」
と
「
行
政
」
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
互
い
が
対

等
な
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
に
、
市
と
し
て
協
働
に
対
す
る

課
題
ま
た
具
体
的
な
実
行
策
を
伺
う
。

市
民
と
行
政
の
協
働
に
関
す

る
課
題
と
し
て
は
、
市
民
活

動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な

分
野
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
、
各

地
域
や
団
体
と
行
政
間
の
情
報
の
共

有
不
足
、
協
働
に
つ
い
て
行
政
と
市

幸
手
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

指
針
が
、
第
５
次
幸
手
市
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定
に

係
る
、
市
民
検
討
会
議
お
よ
び
職
員

検
討
委
員
会
に
て
「
協
働
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。
地
方
分
権

の
進
展
に
よ
り
、
自
治
体
は
自
ら
の

判
断
と
責
任
の
も
と
、
自
主
的
で
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

市
民
と
行
政
の
協
働
の
具
体
的
実
行
策
は

Q

A

小島和夫議員木村治夫議員

文教厚生常任委員会で所管事務調査を行いました文教厚生常任委員会で所管事務調査を行いました文教厚生常任委員会で所管事務調査を行いました

6月定例会
傍　聴　者

の方が視聴されました。
4月 486件 5月 799件 6月 3191件

インターネットを利用した議会中継
（ライブ及び録画）を行っております。

17人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

9月定例会のお知らせ

9月1日開会予定です。

詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.city.satte.lg.jp

　
５
月
14
日
、
当
委
員
会
で
は
、
教
育

行
政
（
さ
く
ら
小
学
校
・
さ
か
え
小
学

校
）
、
児
童
福
祉
行
政
（
学
童
保
育
室

た
い
よ
う
）
、
社
会
教
育
行
政
（
旧
香

日
向
小
学
校
図
書
コ
ー
ナ
ー
）
に
つ
い

て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
く
ら
小
学
校
と
さ
か
え
小
学
校
で

は
、
学
校
運
営
状
況
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
施
設
視
察
で
は
、

南
門
通
学
路
の
拡
幅
工
事
や
特
別
支
援

教
室
の
開
設
工
事
な
ど
（
さ
く
ら
小
）
、

放
送
設
備
の
改
修
工
事
な
ど
（
さ
か
え

小
）
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
４
月
に
西
中
学
校
敷
地

内
に
開
設
し
た
学
童
保
育
室
「
た

い
よ
う
」
で
は
、
学
童
運
営
の
概

要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

施
設
視
察
で
は
、
新
た
に
設
置
さ

れ
た
駐
車
場
な
ど
、
児
童
の
送
迎

の
際
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
香
日
向
小
学
校
図
書

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
の
開
館

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
施
設
視
察
で

は
、
開
館
に
向
け
て
の
準
備
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。
活
字
離
れ
が
言

わ
れ
て
い
る
今
日
、
こ
の
図
書
コ

ー
ナ
ー
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
、

学
び
の
場
と
な
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

旧香日向小学校
図書コーナー

さくら小学校

　
ま
た
、
体
育
館
の
安
全
対
策
等
工
事

（
さ
く
ら
小
・
さ
か
え
小
）
で
は
、
大

規
模
な
地
震
で
も
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
や
照

明
器
具
の
落
下
防
止
の
対
策
が
な
さ
れ
、

照
明
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
し
た
こ
と
で

省
エ
ネ
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

学童保育室「たいよう」
さかえ小学校
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６月定例会のおもなことがら

梅雨のなか、鮮やかな紫陽花が権現堂公園を彩り、
訪れた人々の目を楽しませてくれました。

議案番号

議席番号・議員名

議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

付　託
委員会

本会議
議決結果

松
田
　
雅
代（
先
）

小
林
　
啓
子（
公
）

本
田
　
謡
子（
改
）

小
河
原
浩
和（
改
）

小
林
　
英
雄（
新
）

木
村
　
治
夫（
自
）

宮
杉
　
勝
男（
新
）

松
本
　
　
章（
新
）

中
村
　
孝
子（
先
）

小
林
　
順
一（
公
）

藤
沼
　
　
貢（
明
）

手
島
　
幸
成（
民
）

小
島
　
和
夫（
明
）

武
藤
　
壽
男（
無
）

大
久
保
忠
三（
社
）

議案第25号 専決処分の承認を求めることについて（専決第１号）平成25年度幸手市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第26号
専決処分の承認を求めることについて（専決第２号）
平成25年度幸手市国民健康保険特別会計補正予算（第
４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第27号
専決処分の承認を求めることについて（専決第３号）
平成25年度幸手市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第28号 専決処分の承認を求めることについて（専決第４号）平成25年度幸手市介護保険特別会計補正予算（第４号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第29号
専決処分の承認を求めることについて（専決第５号）
平成25年度幸手市公共下水道事業特別会計補正予算
（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第30号 専決処分の承認を求めることについて（専決第６号）幸手市税条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて（専決第７号）幸手市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて（専決第８号）幸手市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員承認

議案第33号 幸手市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 総務 賛成全員可決

議案第34号 幸手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第35号 幸手市空き家等の適正管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 文教厚生 賛成全員可決

議案第36号 固定資産評価員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員同意

議案第37号 平成２６年度幸手市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
総　　務
文教厚生
建設経済

賛成全員可決

議案第38号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － 賛成全員可決

市議会だよりは市のホームページでもご覧いただけます。http://www.city.satte.lg.jp

（市長提出議案） （○：賛成　×：反対　退：退席）先進…先　公明党…公　改革…改　新政会…新　自民党…自　明政…明　民主党…民　社民党…社　無所属…無

平成26年6月定例会 提出された議案の結果

委 員 長　武　藤　壽　男
副委員長　手　島　幸　成
委 　 員　大久保　忠　三
委 　 員　小河原　浩　和
委 　 員　木　村　治　夫　
委 　 員　小　島　和　夫
委 　 員　小　林　順　一
委 　 員　松　田　雅　代
委 　 員　松　本　　　章

議
会
広
報
編
集
委
員

編 集 後 記

〔市議会だよりさって〕No.71　平成26年（2014）8月1日発行　■発　行：幸手市議会　〒340-0192幸手市東4－6－8　Tel 0480（43）1111　■編　集：幸手市議会広報編集委員会
　 この広報紙は資源保護のため、再生紙および植物油インキを使用しています。

　　　　　　　　　今年の梅雨は、例年と異なり各地で集中豪
雨が頻繁に発生し、突然の雨に雨宿りを余儀なくされた方も多
いのではないでしょうか。夏から秋にかけ田んぼの稲も鮮やか
な緑色から黄金色に変わる一方、台風やゲリラ豪雨が発生しや
すい時期になりました。河川等の急激な増水や道路冠水など十
分な注意が必要であり、水害対策については、議会は市ととも
に全力で取り組みます。

６
月
定
例
会
　
会
期
日
程

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　議
会
で
は
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
条

例
や
事
業
の
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
決

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

６
月
２
日
（
本
会
議
）

　・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告

事
項

　・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

提
案
理
由
説
明

６
月
３
日
・
5
日
・
６
日
（
本
会
議
）

　・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

６
月
11
日
（
本
会
議
）

　・
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
議
案

の
委
員
会
付
託

６
月
12
日
（
委
員
会
）

　・
総
務
常
任
委
員
会

６
月
13
日
（
委
員
会
）

　・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

６
月
16
日
（
委
員
会
）

　・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

６
月
20
日
（
本
会
議
）

　・
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
・
閉
会

（16）


